
 「自分から」つくる みんな笑顔の山目小 

 

 

 

 
「修学旅行終わっちゃうな･･･楽しかったな･･･」 

一関が近づくバスの中、こんな声が聞こえてきまし

た。ため息の中にも、充実感にあふれた言葉が、修学旅

行の成功を物語っていました。 

旅行スローガンは考動（こうどう）。５年生の宿泊学

習で課題となった「人に頼らず、自分から考えて動く」

ことを、子どもたちは強く意識していました。 

子どもに任せ考えさせる、持ち前の力で成し遂げさせ

ること等により、子どもの主体性を育むことは、グロー

バル社会での日本の大きな課題。でも実のところは、子

どもを取り巻く大人の課題なのだと思います。 

 
自主研修での大人のアドバイスは、いざとい

う時のみ。現実に起こった、道を間違えたり、買

った切符をなくしたり･･･。そんな時どうするか

を考え、仲間と励まし合い、協力した経験が、未

来を生きる力につながるはず。 

 

 

 

 

 
豪雨予報で１日前倒ししたベニーランド。雨

など全く気に 

せず、時間い 

っぱい遊び、 

友達と終始笑 

顔の子どもた 

ちでした。 

 
仙台を歩き回り、 

遊園地を満喫した 

疲れで、ホテルの 

夜は表向きとても 

静かでしたが、真 

実は闇の中･･･。 

 
 

 
水の世界と生き物に感動！でも、買い物にも、

心躍らせた子どもたちでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かつての荒浜の街を再現した映像や模型を見 

ました。大切 

な日常を飲み 

込んだ津波の 

恐ろしさにふ 

れました。真 

剣な子どもた

ち              ちの表情が印 

象的でした。 

【自主研修 この方向に行くよ！】 

【自主研修 高等裁判所での模擬裁判】 

 

【ベニーランド 雨を吹き飛ばす笑顔】 

 

【ホテルの夕食 ごちそうに大満足】 

 

【うみの杜水族館 ここでしか見られない 買えない】 

 

【旧荒浜小 もう戻らない大切な日常】 

 


